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プラスチックを用いた被覆肥料は、
肥料成分の溶出コントロールが精密
にできることから、水稲を中心とし
た基肥一発肥料に広く利用されてき
ました。しかし、施肥後の被覆肥料
の殻（以下、被覆殻）が水田から海
洋に流出することが明らかにされ、
肥料業界として「緩効性肥料におけ
るプラスチック被膜殻の海洋流出防
止に向けた取り組み方針」を公表し
ました。
そこで、その取り組みのひとつと
して水田からの被覆殻流出防止対策
について紹介します。

水田からの流出実態調査

水田からの被覆殻の流出実態を明
らかにするため、神奈川県内の複数
年にわたり被覆肥料を施肥した水田
で、代かき時から稲刈り前の落水ま
で被覆殻の流出実態を調査しました

（表１）。回収物は、いずれの圃場も
大部分がワラであり、代かきによっ
てこれらが浮上していることがわか
りました。
　一方、被覆殻数は、施肥履歴や水
管理の違いなどが原因で各水田で粒
数に違いがありましたが、代かき４
日後までの流出割合が大きいという
結果になりました。これは農林水産
省が同様の調査をした結果と同じで
あり、被覆殻の流出を防ぐには、この
期間に対策を講じることが重要です。

流出防止対策

流出防止装置
　流出防止装置は、水尻に被覆殻が
流出するのを防ぐために、２㎜以下
の隙間の空いたものを設置します。
設置の手間を除けば、これまでの栽
培方法を変える必要がないことが利
点であり、今年度、肥料研究室では、

生産者の負担が
少ない装置案と
して“すだれ”を
用いた実証試験
を行い（写真１）、
現在、その効果
を確認中です。

浅水代かき
浅水代かきは、写真２のように地

表の大部分が見える水深で代かきを
行い、移植前の落水は行わず、自然
落水により水位を調整する方法です。
水尻から落水しないため被覆殻の流
出を抑えることができ、岡山県など
で被覆殻の流出防止対策として推奨
されています。浅水代かきの具体的
な方法は二次元バーコードの動画を
ご参照ください。

なお、流出防止装置は、ワラなど
が多く浮上する圃場では装置の隙間
に浮遊物が目詰まりすることで落水
時間が通常よりも長くなることがあ
ります。さらに、代かき時の水深管
理が難しい圃場では浅水代かきが実
施困難である課題もあります。その
ため、今後、さらなる流出防止対策
を検討する予定です。
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写真１　“すだれ”を用いた流出防止装置実証試験 写真２　浅水代かき

浅水代かきの解説動画

表１　被覆殻の流出実態調査結果

№ 面積
（ａ）

回収物全体＊１ 被覆殻数
代かき４日後まで 全期間 代かき４日後まで 全期間
重量（㎏） 割合 重量（㎏） 粒数（個）＊２ 割合 粒数（個）＊２

16 93％ 18 29,623 98％ 30,190① 10
13 94％ 14 35,978 98％ 36,571② 10
5 73％ ７ 1,063 79％ 1,352③ ８
11 58％ 19 48,689 99％ 49,343④ 29
11 95％ 12 4,231 56％ 7,620⑤ 17

＊１：水尻に設置したネットをワラなども含め回収した直後の重さ
＊２： 粒数については、代かき直後などは大量のため捕集したものの一部を計測

し総数を推定した
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